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トフは， s情報と P-情報という情報の区分ではなく s-情報使用者とP-情
報使用者という情報の受け手の区分を提出している点である(この点は北原貞
輔に教示されたん情報そのものの区分と情報処理の様式の区分をわけで考え
114 (264) 第 152巻第3号
ており，これを情報そのものの区分として左らえたのはエルストフの三次的な



























































中野訳 1974 p. 409 





























題解決アプロ一千 (GeneralProblem Solving ~ Newell & Simon 1972)の段
階であった。そこでは，意味の体系がストックとして情報の主体の中に存在し，
その意味体系のどれが適合的であるかの判断がなされるというモデルが提出さ















(Dreyfus 1979) J 
この批判は，状況にかかわらず情報の内容が特定されうると考える点，及び，
経験に依拠することなく先験的な理解が可能であるとする点に向けられている。
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